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社会慣行に関する研究を、グローバルな視野で提起している︒読み進めるにつれて多数の人物・場所・標本が出てくるにもかかわらず、この明確な目的が、この本を読むことを、常に非常 興味深いものとしてくれる︒彼女の主要な典拠はツンベルク よって書かれた著作物ではあるが、さらに、ウプサラ大学の図書館 所蔵されている、スウェーデン語・オランダ語・ラテン語・フランス語・英語で書かれた三十八冊もの膨大な書簡集 も、彼女は典拠としている︒十八世紀 スウェーデンとそれ以外 ヨーロッパの国々の間の文化交流史の高名な専門家であり、ヨーロッパのいくつもの言語を解す マリー
=
クリスティーヌ・スキュンケの能
力が、こ 本を書き上げ うえで少なからず必要 った︒日本のような最も遠く離れた地域のことを知る めに、彼女はま 松田清やヴォルフガング・ミヒェルといった大家と知己を得 こができた︒　
残念ながらまだ日本語には訳されていないこの著作の大綱を、
ここから書いていきたい︒この本 中心的な概念は、こ 時代に博物学者たちの繫がり 原動力であった「交換関係」である︒学生生活を終え 頃、すなわちその経歴における非常に早い段階 、ツンベルクは博物学の標本 、知的対象としての富であるだけはなく、それらの標本を売って単にお金を稼ぐだけでもなく、とりわけ、多様なサービスを得て その経歴を発展させる めの通
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などの植民地や、日本 出島といった オランダ東インド会社管轄地域に赴き、希少標 を採取するに至ったのである︒　
この本の最初の三章は、この途方もない旅に焦点を当てている︒







あった︒フランス、イギリス、さ ライバル関係にあったアンデシュ・スパルマンのようなスウェーデン 博物学者たちと、たびたび調査に赴いた︒これらの出会いをきっかけに、当時、国王の庇護の下でジョゼ ・バ クスが先導し がら、イギリス人が独占し始めていたヨーロッパにおける博物学研究の状況について、目配りをすることになる ま 、 連携は、彼にとってその名をヨーロッパに知らしめる契機ともなった︒　
インド科学史の研究者カピル・ラジの表現を借りつつ著者が述


















女は次のように成功の例を挙げている︒ツンベルクが大通詞の吉雄に梅毒の薬 伝えたことにより、吉雄は多くの塾生を集めることができた︒そ お礼として吉雄がツンベルクに日本の珍しい通貨の収集品を寄贈したところ、ツンベルクはその通貨を後にスウェーデン国王 譲渡することで、死ぬまでその援助を受けられることとなった︒しかし彼女はまた、次のように限界についても強調している︒ツ ベルクの著作 なか は、東洋の学問 対する彼の偏見や、東洋 学問のいわゆる非合理性や はたまた東洋人と西洋人にとって、単純な技術交流を越えて、双方 学問 基礎に関す 、より理論的な議論を行なうこと 不可能 が読み取れるのであった︒　
おそらくツンベルクにとっては、現地での関係より、距離が
あったにしてもヨーロッパ 支援者たちと 関係を維持す こが、やはり重要不可欠なものであ 続け いた︒それにはもちろん金銭的な理由もあった︒ツンベルクは慎ましやかな家庭 出であり、旅を継続するために、人が彼に約束した資金を当てにしていたのである︒だが、資金を送ってもらうには、標本を確実に受け取ることが引き換え条件となっ いたので、現地ではたとえ借金してでも、常に少しでも多くの人脈に頼らざるを得なかっ ︒
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また、アフリカの動物や、ジャワ島の病気や、日本の役人といった現地での問題に立ち向かいながら、標本を採取するだけでは十分でなかっ ︒それ 加え、多くの生きた植物も含めた標 を支援者たちに、うまく送り届けなければ らなかったのである︒すべての物が確実に宛先へ届くようにするには、ありとあらゆる組織網が必要であり、ツンベルクは植民地とヨーロッパとを経由する様々な会社 船長や仲介者と繫が を持 ながら 物資の複雑な輸送を行 った︒箱 海 消え り、悪意のある仲介者によ盗まれたりするようなこと あれば、彼 支援者た から、ただちに抗議の手紙が届いたも っ ︒　
このことに加え、ツンベルクには、同じ物を欲しがりながらも、
様々な形で援助を行っていた多くの支援者たちを満足させなければならなかったという事情もあ ︒オランダ人 は一般的に彼にお金を送ったが、スウェーデン人 ちは様々な方法で、彼の経歴を発展させるための手助けをした︒彼は旅の最中であっ がヨーロッパの博物学者の間 の名声を高める めには、ヨーロッパの学会で研究 成果を公表する必要があ た︒また、ヨーロッパの雑誌に次々に掲載 れた手紙や記事を通じて、スウェーデ国王を含めた影響力のある人 に、そ 特別な旅について知ってもらう必要もあった︒さら 、師リンネが退官間際で り ツンベルクより優秀ではない自分 息子をその後釜に据えよ ともく
ろんでいたため、ウプサラ大学の近しい人物たちが彼の応募を手助けしてくれる必要もあった︒つまり、スウェーデン人の間においてすら競合関係があり ツンベルクは少しずつ標本を配りながら、その関係に配慮しなければならなかった︒最後に、彼はまた自分自身と自分の研究のために、そして、ヨーロッパに戻った際に、彼を助けてくれるかもしれない人々のために、標本を少取っておかなくてはならなかった︒　
あらゆる努力はどうにか報われ、ツンベルクはリンネの息子の






























明している︒このよう 、スキュンケの研究の成果により、一見すると学術的で客観的な記述と思わ ものが、実はツンベルクの情報網および計画であったこ 明らかになる︒　
最後に第五章では、彼の最も長い残りの経歴について検討して
いる︒例えばツンベルクが、フィラデ フィアからバタヴィアにまたが 三つの大陸の六十以上もの学会の会員にい にしてなったか、時代の流れに沿って書かれている︒また、大学への寄贈や、収集品を迎えるための新しい建物の建設により、博物学の収集品
が定着する過程についても考察されている︒さらに、ツンベルクの﹃旅行記』のヨーロッパでの翻訳と編纂という困難な作業に加え、十九世紀の前半に、博物学および科学一般の新しい方法論が出てきたことを背景に、ツンベルクの影響が次第に凋落 ていったことについても論じられている︒　
日本を旅してから五十年後、滞在中に交流していた通詞の息子
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